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〚令和7年度　学校関係者評価〛 学校関係者評価委員まとめ

項目 自己評価 適/不適 評価 評価に係る提言・今後の改善等

（１）教育理念・目標 3.9 適切

・「人間力の育成」は今後さらに重要視される項目
　であり、それに沿った素直な生徒が多い
・IT業界のニーズとして、AIを利用できつつもITの
　基礎情報が理解できる人材を欲している。その状
　況を教師陣が良く考え、適切なカリキュラムを用
　意していると感じる
・生徒一人一人意向を引き出すための、度量の広い
　校風は、理念と合致していると感じる
・学校理念・教育目標・育成人材像が明確に整理さ
　れており、専門分野の特色を踏まえた教育方針が
　確立されている
・資格取得や就職を重視した実践的職業教育が展開
　されており、業界ニーズに対応した教育体制が評
　価できる
・学校の将来構想や教育目標が比較的明確であり、
　地域社会や産業界との連携を意識した教育運営が
　行われている
・IT分野を中心に社会・業界ニーズを踏まえた教育
　内容の改善意識が高く、教育改革への姿勢が見ら
　れる
・企業・自治体との連携や産学官協働に積極的に取
　り組んでおり、実践力・即戦力育成を重視する教
　育理念が特徴的である

・強いて言えば、主体性をさらに養うことが出来る
　と、社会での対応力は上がると考える
・問題ない。生徒が社会に出て活躍できるように。
　という点を重視しており、その準備としての教育
　ができていると思う
・「人間力の育成」に対して、社会のニーズは非常
　に高まっていると感じる。個性も尊重される現在
　に、どのようにして学生の主体性を引き出せるの
　かが、今後の学校教育に求められるのかもしれな
　い
・学校ホームページやSNSを活用し、教育成果・地
　域連携・学生活動などの情報発信を強化すること
　で、外部評価向上が期待できる
・業界動向や国の政策変化を継続的に教育へ反映す
　るため、企業連携委員会や外部評価体制をさらに
　充実させると効果的である
・「人間力育成」と「専門力育成」の成果を可視化
　するため、地域活動・PBL・インターンシップ等
　の実践教育を体系化するとより発展性が高まる

学校評価 ＩＶＹ大分高度コンピュータ専門学校


